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志賀原子力発電所１号機
タービン建屋内の漏水に係る報告書の提出について

                                                                            平成15年6月13日
                                                                            北陸電力株式会社

第８回定期検査中の５月３１日に発生しましたタービン建屋内の
漏水に係る事象について、原因と再発防止対策をまとめましたので

お知らせします。

本日、この内容を石川県､志賀町及び富来町へ提出しました。

以　　上



志賀原子力発電所１号機 タービン建屋内の漏水について（概要） 

 
１．事象の概要 

・平成１５年５月３１日９時４０分頃、第８回定期検査中の志賀原子力発電所１号

機のタービン建屋地下３階復水脱塩装置樹脂再生塔バルブ室において、復水脱塩

装置Ｃ塔樹脂移送出口弁（以下、「Ｆ０２８弁」という）のボンネットフランジ

部より残水が流出し、床に飛散した。 

・その際、作業員８名に飛散した残水がかかった。 

・飛散した水の範囲は床面で３ｍ×３ｍ程度であり、その水量は約４０リットル（バ

ケツ２杯程度）と推定された。 

・なお、現場にて残水がかかった作業員８名に対し、ＧＭ汚染サーベイメーターに

より汚染検査を行った結果、身体汚染は確認されず、現場からの退出時の体表面

モニターにおいても異常は認められなかった。 

・また、漏えい水の一部を採取しＧｅ半導体検出器で測定した結果、放射能濃度は

検出限界未満であった。 

 

２．事象の原因 

・発電課は、Ｃ塔Ｄ塔樹脂移送元弁（以下､「Ｆ０３０弁」という）下流側の水抜

きを行おうとしたところ、水抜きに必要なベント弁（以下「Ｆ０３１弁」とい

う）が開けられなかったため､Ｆ０３０弁の下流側は水が抜けにくい状態である

ことが判った。 

・発電課は、Ｆ０３０弁下流側の水抜き手順を再検討し、水抜きに必要なＦ０３１

弁の隔離状態を変更し、Ｆ０２８弁及びＦ０３０弁の間の仮設ドレン配管で機械

保修課にて水抜きを行ってもらうこととし､機械保修課に対して作業許可を与え

た。 

・その時､Ｆ０３０弁下流側配管に残水があることを機械保修課員に口頭で連絡し

たが、その量及び水抜き方法を伝達しなかったことから、機械保修課員は下流側

配管に存在している残水は少量と思い込んだ。 
・社内要領では、発電課は水抜作業終了後、機械保修課に作業許可を与えることに

なっており、作業許可を与える時点において水抜きを機械保修課に依頼する場合

には作業票にその旨を明記すべきであったが、口頭でかつ不明瞭な連絡をしたこ

とが問題であった。 

 

別紙 



３．再発防止対策 

 (1) 安全処置の徹底 

 今後、安全処置が当初の計画通り実施できない場合、作業を許可しないことと

し、所員に徹底する。 

 また、計画変更が生じた場合、速やかに関係課と連絡を取り、再調整を実施す

る。 

 (2) 安全処置上の重要な情報連絡の徹底 

 作業許可を与える時点において、残水等安全処置上の重要な情報がある場合に

は、口頭ではなく、作業票に明記し、確実に連絡することとする。 

 

  上記の再発防止対策については、社内要領に明文化する。 
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